
グループホーム　サルビア(さくらんぼ)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870400383
穏やかな時間のなか、入居者が自分の思うようにあたりまえに生活できるように一人一人を大切にした支援を行って
いる。入居者間の喜怒哀楽を感じることができる職員であり、1日の勤務終了時には疲れたと感じても、楽しんで勤務
を終了する事ができるようにと日々指導を行っている。また、家族との繋がりも大切にし、面会に来所された時には、
必ず生活状況を伝えるようにしている。また、職員も時間が許せるのなら、一緒に入居者・家族と過ごす事ができるよ
うに工夫をしている。食事においては嚥下が可能な限りは普通食で食事をして頂き、1日でも長く、食べることができ
るように支援を行っている。また、排泄においても出来る限りトイレに座る事を大切にしています。日常生活が普通の
生活を送れる事を大切に支援を行っています。

法人名 テルウェル西日本株式会社

事業所名 グループホーム　サルビア

所在地 愛媛県八幡浜市江戸岡1丁目2-9

自己評価作成日 平成28年6月24日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●事業所勉強会で「人権」や「接遇」について学んでいる。調査訪問時、職員は笑顔で積極的に利用者
に話しかけて関わっており、利用者のいきいきした表情等を引き出す雰囲気づくりをしている様子がうか
がえた。花の水やりや畑の草抜き、洗濯物を干す・たたむ、食事の準備や片付け、シーツ外し、居室や共
用空間のモップ掛け等、個々の力を活かして役割や出番をつくる取り組みを行っている。
●今年５月に消防署の協力のもと、運営推進会議と併せて「日中の地震後の火災」を想定した避難訓練
を行った。会議の地域メンバーが近隣の方に参加を呼び掛けてくれて4名の参加があり、避難した利用者
の見守りの役割をお願いした。１階の居間からも外に出られるように階段を取り付けており、各居室の入り
口には、津波に備えてライフジャケットが掛けてあった。食料を３日分備蓄している。

特定非営利活動法人JMACS
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

平成28年7月8日訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

記入者（管理者）

氏　名 大森　千代

評価完了日 　28年　　　　6月　　　　24日

事業所名　 ＧＨ　サルビア

(ユニット名） さくらんぼ

ホップ 職員みんなで自己評価!
ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
“愛媛県地域密着型サービス評価”
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●「あたりまえ」という理念のもと、入居者が普通の生活・要求
ができるように職員全員で耳を傾け、ケアを行っている。
●勉強会や職員会で、理念の共有を図り実践に繋げるよう
努め再確認を行っている。

(外部評価)

理念を玄関や事務所、各ユニットの共用空間等に掲示して
いる。又、家族等にも理解してもらえるように、季刊誌「サル
ビアだより」や重要事項説明書にも理念を明示している。

(自己評価)

●イベントを行う際には、近所の人に声を掛け参加をして頂いたり、避難訓練を行う際
にも参加して頂き一緒に訓練を行っている。
●地域の奉仕作業、行事（運動会、敬老会等）に参加をする事で交流を図っている。
●散歩時には、すれ違う人たちと会話をしたり挨拶を交わしている。顔見知りもでき、世
間話も時間がある時にはする。
●近所の方が、入居者と顔なじみになり面会やお花を届けて下さる。また、新聞配達の
方とも時間が合えば挨拶を行い親しくなっている。

(外部評価)

近隣の方のお誘いをきっかけに、海岸清掃に参加したり、
又、道路沿いの花壇作りに利用者も参加して地域の方と活
動している。地域の敬老会に参加してゲームを楽しんだり、
近くの小学校の運動会の見学に出かける等、利用者と地域
の方の交流を支援している。

(自己評価)

●地区役員さんからの声かけがあり、初めて地区の清掃作
業に参加した。
●26年度は地区役員さんから区費の相談があり収めるように
した。
●地区の推進事業である季節の植栽に参加した。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●運営推進会議のメンバーはホームの現状を充分に理解して頂き
且つ、適切な代弁して下さり当ホームの進むべき道、地域での役
割を示唆して頂いている。
●他の施設と交流し、自分達に無い良い所を取り入れてサービス
向上に取り組んでいる。

(外部評価)

会議は、民生委員や近隣の方、元介護相談員、家族会会長
の参加があり、又、利用者も参加している。会議では、事業
所の現状や活動、事例、事故、又、外部評価結果等の報告
を行い、意見交換を行っている。地域の参加者からは、「１日
に１回外気に触れる事は脳が刺激されるのでいいと思う」と
アドバイスがあり、地域行事や花の開花状況等を教えてくれ
ている。

現在、家族の会議参加が限定的になっている。家族の参加
を働きかけて利用する側からの意見を引き出してほしい。
又、サービス評価の目標達成計画への取組状況を報告し
て、参加者にモニター役になってもらってはどうだろうか。

(自己評価)

●市の担当者にも運営推進会議のメンバーに加わって頂き助言を
頂いている。また、市主催のＧＨ連絡推進会議にも出席し助言を頂
いている。
●市立病院の医療連携室とは、当ホームの入居者が入院された場
合には早期退院に向けての情報交換等を行っている。
●介護保険審査会にも参加し職員との情報交換も行っている。

(外部評価)

毎月２名の介護相談員を受け入れている。事業所の担当終
了後も運営推進会議に参加してくれており、アドバイス等も
ある。他事業所の管理者や職員の参加もあり、情報交換を
行っている。

(自己評価)

●身体拘束は行わないという介護を職員に徹底している。しかし、入居者
に危険が伴う場合は考慮するが、現時点までには拘束は行っていない。
●身体拘束に関する事等、勉強会を通して職員の認識を再確認している。
●玄関は、夜間帯のみ施錠を行っているが、それ以外の時間帯は施錠は
行っていない。

(外部評価)

毎月行う事業所勉強会には、年1回「身体拘束」をテーマに
挙げている。玄関の戸は開放しており、洗濯物の取り入れに
出入りする利用者もある。転倒の心配がある利用者には、
ベッド下にセンサーマットを敷いたり、畳に布団を敷いて対
応している。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●身体拘束と同じ虐待もあってはならないと考えている。そのことについて
は、職員に『人としての在り方』から始まり、『良識ある社会人』として、日々
の会話の中や職員会の雑談の中でも話し合いをしたり、助言をしている。
●外部の研修にも積極的に参加して、職員の意識向上を図っている。
●入浴等を通して、身体の変化の観察をしっかりと行っている。
●言葉かけ等に疑問を持った時には、その都度注意をおこなっている。

(自己評価)

●現在当ホームに1名の成年後見制度利用者がおり、今後
も利用者の権利擁護のため積極的に活用を考えている。

(自己評価)

●定められた事はきっちり行っている。入居前に必ず訪問し、身体の状況
を把握すると共にその時に契約に関する説明を行う。説明に時間のかかる
ものについては、入居時までに熟読して頂き、入居時に不明な点について
は、再度確認し説明を行っている。
●ケアマネが訪問して説明を行い、入所されても不安の無いような手順を
踏んでいる。

(自己評価)

●家族会や家族交流会等で情報収集を行い、入居者の対応等改善できる
ことは職員と話を行い改善できるようにしている。また、さわやか相談員さん
からの意見も汲み取るようにしている。推進会議の場で事例検討等入居者
の話をした場合には助言を頂き、改善できるように心がけている。
●利用者との日常の会話から、しっかりと情報を収集して、ご家族の面会時
に相談が出来るようにコミュニケーションを図っている。

(外部評価)

家族来訪時には、本人の様子を報告して意見や要望を聞い
ている。毎月、利用者個別に本人の写真数点と日々の状況
のコメントを入れた便りを作成している。又、季刊誌「サルビ
アだより」では、写真を多く採り入れて行事等を報告してい
る。年２回の家族会には、10～12家族の参加があり、毎回全
職員が自己紹介を行い、職員の異動等も報告している。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●管理者は職員会やミーテイング・日常会話等から職員の
意見を聞き、支店担当者及び担当課長・部長に報告を行っ
ている。
●担当課長との面談時や、勉強会等で意見交換を行ってい
る。

(外部評価)

月１回のカンファレンス会議の内容は、記録物で全員が確認
する仕組みを作っている。又、日々の伝達すべき情報は申
し送りノート等で共有している。職員は、法人の課長や管理
者と面談する機会があり、要望を出すことができる。

(自己評価)

●担当職員は月1回以上は松山より来所し、また何かあるごとには
部長・課長が来所し相談にのって頂き対応してもらっている。
●資格取得者には資格手当の支給があり、また、資格をとろうとす
るものにおいては、受験日は勤務とし、資格取得すれば受験費用
が支給されている。

(自己評価)

●職員一人一人のレベル把握を行い業務に支障のない限り研修
会の参加をしたり、月1回施設内での勉強会を開催し、自己研鑽に
努めている。また、26年度は職員からの希望も聞き、できるだけ研
修会に参加できるように配慮をしている。
●研修会は勤務扱いで研修費は会社負担の為助かっている。

(自己評価)

●他2ＧＨのＧＨ連絡協議会にも出席させて頂いている。管
理者だけが出席するのではなく、介護主任を始めとしテーマ
にあわした職員の出席も行い交流やネットワークつくりを行っ
ている。

(自己評価)

●入居前には状況把握も兼ね必ず訪問させて頂き、顔を覚えて頂くように
している。できる限り、入居前までには、ホームの見学にきて頂き、ホームの
雰囲気を感じて頂くようにしている。信頼関係においては、入居時から構築
できるように職員全体で取り組んでいる。
●利用者の思いや訴えには寄り添い、傾聴して不安を取り除けるような関
係作りを行っている。
●ケースカンファレンスを行って職員で共有を図りチームケアを行ってい
る。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

●入居前には必ず訪問し、家族の要望をくみ取ることができ
るようにしている。信頼関係つくりは、入居者との信頼関係も
大切であるが、家族は入居するしないにかかわらず相談時
から信頼関係を構築することができるよう、安心してホームで
生活を託すことができるように相談援助ができるように心がけ
ている。

(自己評価)

●初回の相談時に本人・家族のニーズを見極める事は困難
ではあるが、悩みを聞くことにより今利用できるサービス・支
援を一緒に考えると共に、入居するしないに関わらず、いつ
でも相談できる関係作りを考え対応を行っている。

(自己評価)

●入居者と一緒に生活をしているという事を念頭におき、共に感じ共に涙することがで
きる関係つくりに心がけている。家族になるのは難しいが、一緒に生活することで、家族
より一緒にいる時間が長い分馴染みの関係ができていると思われる。ある家族からは職
員が読んでいる名前の方が反応がよいと言って頂いている。
●その人が昔行っていた事、趣味やライフスタイルを把握して、好き嫌いや、快・不快
に感じることを、日常の生活から引き出して家庭的な雰囲気作りを行っている。

(自己評価)

●上記と同様に家族の立場を尊敬しつつも、家族以上の馴
染みの関係が構築できるように努めている。そのことにより家
族が安心してホームでの生活に頼ることができればと考えて
いる。

(自己評価)

●知人・近所の方が面会に来て下さった時には、自室でゆっくりと面談して
頂いたり、許せるなら職員も交えてお茶の時間を持ち、楽しい時間を過ごす
ことができるように努めている。帰る際には必ず再来をお願いしている。ま
た、写真撮影を行い、毎月のお便りに配信している。
●外出行事等で、馴染の場所へ行ったり、友人の面会等で会話をしたりし
て支援をしている。

(外部評価)

「お墓参りに行きたい」や「家に帰りたい」という本人の気持ち
を家族に伝えて、協力してもらうケースがある。「リンゴの唄」
を一緒に歌ったり、お手玉や花札、折り鶴等、利用者の世代
に懐かしいようなレクリエーションを採り入れている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●入居者同士の性格やその時の状態を考慮し、必要により入居者同士の
会話の仲介を行ったり、お茶の時間には職員も一緒にテーブルについて
話を楽しんでいる。トラブルの多い入居者においては、双方を傷つけること
なくフォローすることができるよに援助をおこなっているが、苦慮するところ
である。
●職員が加わる事で、一緒に会話を楽しんだり行事や、手伝いなどの作業
を通して一緒に活動する事で、関わり合える環境作りを行っている。

(自己評価)

●退去されたご家族に出会った時には、話をしたり一緒に生活された入居
者を気にして下さったりと、馴染みの関係が続くことができるようにしている。
●出会った時には気軽に挨拶を行ったり、その家族から入居されたい人を
勧めてもらったりの関係が出来ている。また、退去された家族から入居申し
込みも頂いている。

(自己評価)

●日々の生活の中で、把握に努めている。一人の時間を大切にしたい入
居者には自室での時間を楽しんで頂いている。また、職員の時間の許せる
限り、一緒に散歩・買い物・ドライブと出掛けている。また、どうしたらよいか
も、ケースカンファレンスで検討を行っている。
●利用者の方一人一人と関わる事で思いや、意向を把握するように努めて
いる。すぐに出来る事は一緒に行い、家族許可が必要な場合は面会時や
電話連絡で相談を行っている。

(外部評価)

利用者の言葉から意向を探り、計画に反映しているケースが
ある。難聴の利用者から手話を教えてもらい、手話でコミュニ
ケーションを取っている職員がいる。

さらに、利用者から得た希望や意向等の情報を蓄積して共
有できるような仕組みを作り、利用者が主体的に暮らせるよう
な支援につなげてほしい。

(自己評価)

●入居者本人からの会話の中や家族からの情報を得ることができるように
常に心がけているも、重度の方や家族が遠方の方は難しい所もある。また、
職員が把握しても共有という所が難しく勉強していく必要がある。
●利用者一人一人に各担当者がいるので、ケースカンファレンス等で全員
が共有出来るように努めている。

(自己評価)

●入居者本人からの会話の中や家族からの情報を得ることができるように常に心がけ
ているも、重度の方や家族が遠方の方は難しい所もある。しかし、職員が把握している
分で入居者の一人一人の過ごし方を大切にするようの心がけている。
●加齢に伴い出来なくなる事もあるので、現状の把握をして情報の共有に努めている。
●潜在能力を引き出して、出来る事は自分で行ってもらい、現状維持が確保するように
している。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●職員全体で取り組んでいるが、担当職員が主でケースカンファレ
ンスを開催し意見交換を行っている。面会時には家族の思いも把
握を行い、介護計画へとつなげている。
●家族と主治医と連携をとり、職員全体で話し合いを行い出来る事
や、生活レベルがいじできるような介護計画を作成している。

(外部評価)

介護計画は、「本人の力を活かす」ことを大切にした計画作
成に努力をしている。援助目標を、日々の個別記録に記し、
毎日実践状況を○△×でチェックして職員で共有している。
月１回のカンファレンス時に個々のケアについて話し合い、
モリタリングを行い、６ヶ月に１回評価・見直しを行っている。

(自己評価)

●ケース記録用紙は1日毎に記録する形式をとっている。上部に援助目標
をプリントし、達成状況を記している。また、月間記録には評価に生かす事
ができるようにまとめを行っている。
●職員が休みの日は日誌や変化のあった入居者は記録用紙で確認し、統
一事項は申し送りノートで確認を行っている。
●特記事項があれば別紙で細かく記録に残し、職員全体で報告しあって
共有する事で対応、実践をしている。

(自己評価)

●入居者の家族が宿泊されたり、一緒に食事をしたり、また介助のいる入
居者は入浴の様子を見て頂いたりと、できるだけ家族の要望に応えてい
る。
●入居者の状況に応じて、通院等の支援を行いホームでできる対応は援
助することができるようにしている。
●入居者の担当者が家族とコミュニケーションを図って相談をする事で、臨
機応変に対応している。

(自己評価)

●月1回さわやか相談員が訪問し、ホームの素顔を視て頂いている。また、
運営推進会議のメンバーである民生委員の方々も家族交流会に参加して
頂けるように声掛けを行っている。
●福祉サービスの利用→高齢者外出支援事業
●地域での行事に参加をして、交流を図る事で繋がりを持ち、他の施設で
行われる推進会議にも入居者の方と参加をしている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●本人・家族が希望する主治医となっている。2か所の医療機関から月2～
3回往診を受けている。それ以外の定期的受診は家族にお願いしている。
●本人が必要とする医療においては主治医と相談し紹介をして頂いている
●異常時には即対応が出来、適切な処置が出来るような連携を取ってい
る。

(外部評価)

落ち着かない状態が続くような時には、本人の状態をかかり
つけ医に報告しながら、総合的な支援に取り組み、安定剤
の減薬や短期間の内服に留める支援を行っている。歯科
は、訪問診療を利用している。

(自己評価)

●看護職員を配置しているので、２４時間連絡体制がとれ医療面の相談・
助言の対応ができるようになっている。
●市立ＨＰ医療連携室とは気軽に相談できる関係を築いている。
●入居者主治医の看護師とは情報交換や相談ができるように努めている。
●体調の変化があれば、看護職員に確認をしてもらい、早急な対応が出来
るようにしている。

(自己評価)

●入院時には管理者や担当職員を主にお見舞いに行き、
本人の観察を行うと共に、当ホームの受け入れ体制等を医
師や医療スタッフと話し、早期退院に向けての調整を行って
いる。

(自己評価)

●当ホームの方針を家族会を通じて説明を行い終末期ケアの意思確認を
行っている。協力医をはじめ往診対応して頂いている医療機関とも当ホー
ムの実情を理解して頂いているため協力的に対応して下さっている。
●入居者の変化に応じて、家族との話し合いや主治医からの説明をして頂
く事で、早めに今後の支援の在り方等を家族と相談を行っている。

(外部評価)

職員は、事業所勉強会時に「看取り支援」について学んでい
る。昨年度は、２名の方の看取り支援を行った。かかりつけ
医の意見や事業所が大切にしている「家族の思いや気持
ち」を職員で話し合い、申し送り時や申し送りノートで方針を
確認、共有して取り組んだ。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●マニュアルを作成しているが、なかなか定期的には実施できていないの
が現状である。
●年2回の防災訓練のうち1回は応急手当等の対応を消防職員より指導し
て頂いている。
●外部研修に参加をした職員が、定期的な勉強会で報告し模擬実践を
行って、職員全員が共有出来るようにしている。

(自己評価)

●火災時は消防署から2分の立地条件のため、「死亡者を出さない」を教訓
に毎年避難訓練を実施し、職員に徹底している。
●27年度は夕食準備中の火災を想定し、避難訓練を行った。
●災害用の備蓄品を備えている。
●入居者も全員が参加をして体験をする事で、スムーズに対応できるような
訓練を行っている。
●今年度も避難訓練に地区住民4名の参加を得ることができた。

(外部評価)

今年５月に消防署の協力のもと、運営推進会議と併せて「日中の
地震後の火災」を想定した避難訓練を行った。会議の地域メン
バーが近隣の方に参加を呼び掛けてくれて4名の参加があり、避難
した利用者の見守りの役割をお願いした。１階の居間からも外に出
られるように階段を取り付けており、各居室の入り口には、津波に備
えてライフジャケットが掛けてあった。食料を３日分備蓄している。

(自己評価)

●常に入居者の立場に立ち、親しみの持った口調で声掛けを行い、丁寧な対応ができるように心が
けている。個人的な相談等については自室や事務所等を利用し他の入居者に気を使われることない
場所で行っている。
●本社の方からも、毎年個人情報保護においては資料が届き職員に職員会で通達している。また、
日々、漏えいがないように注意するよう心がけている。
●人生の先輩である事を尊重して、言葉使いや対応には慎重に行い、その人らしさを大切にしていく
ことを心掛けている。
●個々のプライバシーやプライドを損なわないように、個々に合った対応を行っている。

(外部評価)

事業所勉強会で「人権」や「接遇」について学んでいる。調査訪問
時、職員は笑顔で積極的に利用者に話しかけて関わっており、利
用者のいきいきした表情等を引き出す雰囲気づくりをしている様子
がうかがえた。花の水やりや畑の草抜き、洗濯物を干す・たたむ、
食事の準備や片付け、シーツ外し、居室や共用空間のモップ掛け
等、個々の力を活かして役割や出番をつくる取り組みを行ってい
る。

(自己評価)

●1：1の会話ができるように心がけている。入居者の思いや希望がくみ取る
ことができ、満足して頂ける援助が行えるように努めている。また、満足して
頂けなくても、せめて、納得して頂けるように日頃から信頼関係を築き、誠
心誠意対応している。
●自己決定が出来ない方には、いくつかの選択肢を提示したり、馴染の関
係を作る事で、希望や思いを引き出せるように支援している。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●入居者のペースを大切に援助を行っている。食事・入浴・入眠時間等利
用者のその日の気分に合わせている。何日も入浴されなくても、無理強い
はせず、本人から入浴する気持ちになるように援助を行う。食事も自己摂取
できる方は時間がかかっても、食べて頂く。できる限り、出来る事は本人に
して頂き、職員は見守りを行う。
●入居者の希望を優先に行い、本人の1日のリズムを把握し、体調や気分
の変化に対応を行うようにしている。

(自己評価)

●自分で選ぶことができる人は少ない。季節はずれの服装をしている場合は、職員が
一緒に選ぶようにしている。
●出張美容は月1回来ており、利用するもしないも、本人の意思決定をして頂く。毛染
も利用される入居者さんもおいでる。
●髪の毛の手入れや、ボタン付け、ズボンのゴムの交換などの支援や、服装などの関
して褒めることで、ご自身が自信を持つことができるように支援を行っている。

(自己評価)

●食べて頂くことを優先し、その人のペースで時間がかかっても食べて頂く。
●生で食べる物以外は入居者にできる下ごしらえはして頂く。
●職員も同じテーブルで食べながら、会話を楽しんだり、出来たおかずの評価をしたりして、楽しんで
いる。
●お誕生会には、誕生者の食べたい物で、お祝いをするようにしている。
●食事中は会話を多くして、笑顔で楽しく食事が出来るように支援している。
●される人は限られているが、片づけや、食器の洗い物を職員と一緒に行っている。また、お誕生日
ケーキやお誕生日饅頭とプレゼントでささやかであるがお祝いをしている。

(外部評価)

週５日は、業者が立てた献立で食材が届き、他の２日と朝食は職員
が考えた献立で食材を注文して、各ユニットで調理している。利用
者は、野菜の下ごしらえや米とぎ、盛り付け、下膳、食器洗い等を
行えるよう支援している。調査訪問時、職員も同じものを食べなが
ら、利用者が時間をかけて自分で食べるのを見守っている様子が
見られた。毎食後、口腔ケアの声かけ、支援を行っている。

(自己評価)

●基本的に食べて頂くことを優先している。食事量の少ない人には、食べ
残しがあると気の毒そうにされるので、食べれる量で対応を行っている。ま
た、好き嫌いのある人には、嫌いな物においては少しにし、食べて頂くよう
に声掛けを行う。
●水分摂取においても、定時の他に入居者の希望で飲んで頂いている。
●毎食時の摂取量を毎日チエックを行い、個々の量を把握して、栄養状態
の管理を行っている。

(自己評価)

●毎食後口腔ケアの声かけを行っている。自分でできる人は拒否がない限
りは実施している。
●歯科治療の必要な人は協力医の往診で対応している。
●歯磨きが出来ない方は、うがい等で対応をしており、自らしない方は、小
まめな声掛けを行っている。
●入れ歯の人は、夜間は外して洗浄剤につけておくようにしている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●尿意・便意の曖昧な方には、排泄パターンを把握し、誘導する事で排泄を促してい
る。
●入所当初は自立でも、機能低下でリハパンツや尿とりパットを利用する入居者が増え
てはいるが、出来る限りトイレでの排泄を促している。
●個々の動きや変化を見逃さないように排泄の介助を行っている。
●個々のプライバシーを尊重して、慎重に対応をしている。
●排便においては、訴えの無い人でもトイレで排便して頂くようにしている。

(外部評価)

カンファレンス時に、個々の紙パンツやパッド使用の必要性や適切
性について話し合い、一人ひとりのその時々の状態に合った支援
に取り組んでいる。日中の排泄支援は、トイレ使用を基本とし、特に
排便はトイレで用を足せるよう支援している。トイレには、トイレット
ペーパーと落とし紙を置いているが、落とし紙を使用する利用者の
方が多いそうだ。

(自己評価)

●なかなか、野菜を食べてくれない人には便秘予防という事で声
掛けを行い少しでも食べて頂くようにしている。
●水分補給・散歩等を心がけてはいるが、便秘が続く入居者にお
いては間隔をみては、緩下剤を利用している。
●毎日体操を行い体を動かしたり、水分を多く取ってもらうようにし
ている。

(自己評価)

●自立者は毎日入浴して頂くことを基本としているが、介助が必要な人が
増えてきたため介助で入浴される入居者は3日に1回の入浴ができるように
対応している。また、便失禁等で汚れた場合はシャワーや入浴を行ってい
る
●ご自分で入浴時下着を洗濯される入居者もいる。
●本人の希望を優先して、声掛けを行っている。拒否をされる人は、無理
強いはしないようにしている。

(外部評価)

個々に週2～3回の入浴を基本としているが、希望によりほぼ
毎日入浴支援するケースもある。重度の方も二人介助で浴
槽に入り、温まれるよう支援している。入居間もない頃は入浴
を拒むような方もあるが、職員との信頼関係ができると安心し
て入浴するようだ。自分で着替えを用意する方もある。

(自己評価)

●１９時にホットミルクの水分補給後睡眠に入るが、それぞれのペースで
ホールでＴＶを見られてから各自自室に帰られる。楽しいＴＶがあれば遅く
までＴＶを見られ、自分のペースで自室に帰られる。
●日中居眠りをされている時は、無理に起こさない。しんどそうにされている
人は、声掛けで部屋で休息して頂くように支援している。
●自立者は日中は自分のペースで自室とホールを上手に使い分けておら
れるが、できるだけ、ホールで過ごして頂けるように声かけを行っている。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●ケース記録に薬の効能書きを閉じ、変更があった時には申し送りを行い、申し送り
ノートにも記録し職員全員が把握できるようにしている。
●誤薬防止のために必ず日付といつの薬かを確認し手渡しを行い飲み込みまで確認
している。自分で服薬できない人には、職員が口腔内に入れ飲み込みを確認してい
る。
●内服時には、職員の誰が内服させたかを記録して、誤薬・誤配には十分に注意をし
ている。
●処方が変わった時には、申し送りと申し送りノートに記載して職員に徹底している。

(自己評価)

●閉ざされた空間のなか、役割、楽しみを見つけることは難しが、入居者一
人一人のできる事楽しみをみつけ、援助することができるようにしている。気
分転換においては、カラオケをかけたり、散歩や買い物・ドライブ等職員も
努力はしている。
●家族からも情報を得て、その人の昔の生活歴を知る事で、その人に合っ
た支援を行っている。

(自己評価)

●家族が面会に来られた時には一緒に外出され、食事やお墓参りに行かれる。また、
外泊される入居者もいる。
●年2回はマイクロバスで遠出を行っている。
●できる限り散歩に出掛け、気分転換を行っている。買い物も希望があれば一緒に近
くのスーパー・薬局に出掛けている。
●市外へドライブに行き、花見を楽しんでもらったり、以前に住んでいた地区へドライブ
に行ったり気分転換を図っている。

(外部評価)

気候の良い時期は、近くの川の鯉を見に行く等、事業所近
辺を散歩している。事業所の畑では、夏野菜や玉葱、サツマ
イモ等の植え付けや収穫を利用者と一緒に行っている。花
見は近くの公園で行っている。年２回、マイクロバスをレンタ
ルして遠出を楽しんでいる。日用品の買い物等、希望があ
れば近くのスーパー等に一緒に出かけている。

利用者の希望や家族の要望も聞きながら、庭に出たりちょっ
と散歩して気分転換を図るような支援に工夫してほしい。
又、重度の利用者も体調をみながら、外気にふれるような機
会作りに取り組んでほしい。

(自己評価)

●自分の財布を持たれている方もおいでる。買い物に行っ
た時には、支払いのできる入居者には自分で支払いをして
頂いている。

(自己評価)

●本人からは電話を掛けられる事はないが、依頼があれば
職員が掛けたり家族からの電話等は、本人が会話を出来る
ようにしている。
●年賀ハガキや手紙が来ると入居者様に渡したり、居室の
ボードに貼っている。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホーム　サルビア(さくらんぼ) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

●手作りの暖簾や壁掛け、またホ－ルのボードには毎月の写真を貼って楽しんで頂い
ている。
●夏には胡瓜を植え収穫を楽しんでいる。
●夜間のトイレは場所が分かるように電気をつけて明るくし、居室内は、空調機の使用
で温度調整を行っている。また、歩行時に障害物が無いように工夫している。
●裏の畑では季節にあった野菜を植え、眼と舌で楽しんで頂いている。

(外部評価)

玄関前にはプランターにペチュニア等が咲いていた。調査訪問
時、利用者は居間で洗濯物をたたんだり、トイレの落とし紙を使い
やすいように二つ折りにする作業を行っていた。毎日、居間でラジ
オ体操を行っている。「便所」と書いた紙を立体的に貼って、少し離
れたところからも場所が分かるよう工夫をしていた。廊下や居間に
空気清浄機を置いている。

(自己評価)

●ホールにはソファーを置き、入居者がゆっくりと過ごせる場所を
確保している。また、のんびりしたい時には廊下のベンチで過ごす
入居者もいる。
●気の合った入居者同士ベンチや自室で話をして過ごされる。
●静かに過ごしたい方や横になりたい方は、部屋でくつろがれてい
る。

(自己評価)

●できる限り使い慣れた物をお願いしているが、それが裏目に出る
場合もある。（入居したこと自体理解されていない場合）
●仏壇やＴＶ・椅子等がある入居者もおいでる。
●本人からの希望があれば、家族と相談をして持って頂くようにし
ている。

(外部評価)

居室の入り口に、職員手作りの色とりどりの暖簾を掛けている。各居
室にベッドと整理タンスと、加湿器付きの空気清浄機を設置して感
染症予防を行っている。家族が、やしゃご等家族の写真を壁面に
飾ったり、仏壇を置いている方は、水のお供え等を職員が支援して
いる。中には、シンプルな居室もみられるが、さらに、職員でその人
らしさや生活感等の工夫を話し合ってみてはどうだろうか。

(自己評価)

●十分なアセスメントを行い入居者を把握したうえで、どの入居者にも安全な環境を提
供できるように心がけているが、Ａ氏には安全でもＢ氏には危険な環境になり得ることを
理解し援助を行っている。そのため、安全には十分注意を払うが、全ての入居者に安
全な環境づくりは困難を極める。
●掲示物を貼る事で、トイレや浴室などの場所が分かるように工夫している。自分の部
屋が分からない人には、プライバシーに配慮をして、名札を付け自立した生活が出来る
ように支援している。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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